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今
年
度
、
折
橋
久
昭
前

会
長
の
後
を
継
い
で
宮
城

代
協
会
長
に
就
任
し
た
の

が
小
林
良
昭
氏
だ
。
「
会

長
に
な
っ
た
か
ら
特
別
こ

れ
ま
で
と
違
う
や
り
方
を

す
る
の
で
は
な
く
、
折
橋

前
会
長
や
武
田
忠
穂
顧
問

の
意
思
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
会
員
増
強
や
保
険
大
学

課
程
、
代
理
店
賠
責
な
ど

代
協
と
し
て
の
責
務
に
注

力
し
て
い
く
だ
け
」
と
語

る
。

　
小
林
氏
は
東
日
本
大
震

災
の
発
生
し
た
年
、
宮
城

県
代
協
地
震
対
策
委
員
長

と
し
て
地
震
保
険
普
及
に

努
め
、
本
紙
書
籍
「
証
言

・
東
日
本
大
震
災
～
１
兆

２
０
０
０
億
円
の
地
震
保

険
金
」
の
巻
末
で
も
、
前

損
保
協
会
常
務
理
事
で
地

震
保
険
中
央
対
策
本
部
事

務
局
長
（
当
時
）
の
栗
山

泰
史
氏
と
対
談
を
行
っ
た

人
物
と
い
え
ば
、
あ
ま
り

多
く
を
語
る
必
要
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
小

林
氏
の
経
営
す
る
エ
ス
・

ハ
ー
ト
も
津
波
に
よ
る
浸

水
被
害
に

あ
っ
た
。

消
防
団
Ｏ

Ｂ
で
も
あ

る
小
林
氏

は
自
ら
が

被
災
し
な

が
ら
も
地
域
の
被
災
者
の

支
え
と
な
る
一
方
、
多
く

の
地
震
保
険
契
約
者
の
た

め
に
奔
走
し
た
。
「
ケ
ン

カ
し
て
で
も
地
震
保
険
を

勧
め
る
」
と
い
う
強
い
信

念
か
ら
出
た
言
葉
は
損
保

業
界
だ
け
で
な
く
、
地
域

に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
。
当
時
、
小
林

氏
に
説
得
さ
れ
た
地
震
保

険
契
約
者
が
、
未
曽
有
の

大
震
災
の
中
で
も
経
済
的

に
救
わ
れ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
「
地
獄
か

ら
天
国
で
は
な
い
が
、
手

を
合
わ
せ
て
、
涙
を
流
し

て
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
お

客
さ
ま
が
何
人
い
た
こ
と

か
。
そ
こ
が
、
い
わ
ば
私

の
第
２
の
原
点
」
と
語

る
。

　
宮
城
代
協
に
は
小
林
氏

の
よ
う
に
、
地
震
保
険
付

帯
率
１
０
０
％
に
近
い
代

理
店
が
数
多
く
あ
っ
た
。

震
災
後
、
取
材
に
当
た
っ

た
被
災
者
か
ら
「
代
理
店

が
神
様
に
思
え
た
」
と
い

う
言
葉
を
幾
度
聞
い
た
こ

と
だ
ろ
う
か
。
小
林
氏
は

３
月
、
大
阪
代
協
で
「
東

日
本
大
震
災
を
振
り
返
っ

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
も

行
っ
た
。
被
災
し
た
宮
城

県
岩
沼
市
の
様
子
や
代
理

店
の
役
割
な
ど
生
の
声
を

届
け
、
多
く
の
賛
同
を
得

た
。

　
小
林
氏
は
１
９
８
４
年

に
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
関
係

の
仕
事
か
ら
、
自
分
自
身

の
力
で
勝
負
で
き
る
保
険

業
界
へ
と
足
を
踏
み
入
れ

た
。
し
か
し
、
一
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
は
厳
し
さ
も
あ

っ
た
。
「
俺
を
試
し
て
く

れ
。
俺
を
試
し
て
く
れ
」

と
、
一
人
一
人
に
自
動
車

保
険
を
勧
め
て
い
っ
た
。

そ
こ
に
は
お
客
さ
ま
を
絶

対
に
守
る
と
い
う
小
林
氏

の
責
任
感
と
自
信
が
あ
っ

た
。

  

こ
う
し
た
自
信
は
ど
の

よ
う
に
し
て
養
わ
れ
た
の

か
―
。
実
は
、
小
林
氏
に

は
尊
敬
す
る
一
人
の
武
道

家
が
い
た
。
極
真
空
手
の

大
山
倍
達
総
裁
だ
。
小
林

氏
は
学
生
の
こ
ろ
か
ら
極

真
空
手
を
始
め
、
保
険
代

理
店
を
営
む
傍
ら
、
仙
台

道
場
岩
沼
分
道
場
を
任
さ

れ
て
い
た
。
今
は
相
談
役

と
な
っ
て
い
る
が
、
当

時
、
道
場
で
は
子
ど
も
や

学
生
、
大
人
に
空
手
を
指

導
。
夏
や
冬
に
は
名
取
市

閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
海
岸

で
合
宿
を
行
っ
た
。
大
山

氏
は
「
道
場
で
い
く
ら
強

く
て
も
社
会
に
認
知
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

常
々
語
り
、
極
真
の
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
仕
事
や
社

会
貢
献
に
当
た
る
こ
と
を

説
い
て
い
た
。
小
林
氏
の

心
の
中
に
は
そ
う
し
た
極

真
の
自
信
と
誇
り
が
今
も

息
づ
い
て
い
る
。
し
か

し
、
子
ど
も
た
ち
と
寒
稽

古
や
合
宿
を
行
っ
た
閖
上

地
区
は
東
日
本
大
震
災
の

津
波
で
壊
滅
的
被
害
を
受

け
、
合
宿
し
た
施
設
は
失

わ
れ
、
数
本
の
松
が
残
る

だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
空
手
を
含
め
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
た
社
会
貢
献
は
小

林
氏
の
重
視
す
る
視
点

だ
。
現
在
、
小
林
氏
は
町

内
会
の
副
会
長
、
所
属
す

る
保
険
会
社
の
ス
ポ
ー
ツ

後
援
会
組
織
「
ガ
ッ
テ
ン

ダ
ー
ズ
」
の
副
会
長
を
務

め
、
女
子
柔
道
部
選
手
が

出
場
す
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
五
輪
に
も
応
援
で
同

行
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　「
ネ
ア
カ
の
び
の
び
へ

こ
た
れ
ず
」
と
い
う
言
葉

が
信
条
だ
と
語
る
小
林

氏
。
保
険
業
法
改
正
に
よ

り
代
理
店
経
営
も
一
段
と

厳
し
さ
を
増
す
中
、
明
る

く
元
気
に
明
日
の
宮
城
代

協
を
け
ん
引
す
る
リ
ー
ダ

ー
の
姿
を
期
待
し
た
い
。

◇

　【
小
林
良
昭
氏
プ
ロ
フ

ィ
ル
】
１
９
８
５
年
に
保

険
会
社
の
研
修
生
を
卒

業
、
小
林
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
立
ち
上
げ
る
。
平
成
元

（
89
）
年
に
有
限
会
社
、

平
成
14
（
２
０
０
２
）
年

に
㈱
エ
ス
・
ハ
ー
ト
に
組

織
・
社
名
を
変
更
。
代
協

活
動
で
は
地
震
対
策
委
員

長
、
企
画
環
境
委
員
長
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
長
、
組
織
委

員
長
、
副
会
長
を
歴
任
、

現
会
長
に
。

宮
城
代
協
　
第
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長
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良
昭
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ネ
ア
カ
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の
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